
市
内
に
は
、
日
本
三
奇
の
一
つ

と
さ
れ
る
浮
石
、
生
石
神
社
の
御

神
体
「
石
宝
殿
」
が
あ
り
ま
す
。

神
社
周
辺
は
古
墳
時
代
か
ら
、
石

材
の
供
給
や
石
棺
の
製
作
地
と
し

て
全
国
的
に
有
名
な

地
域
で
、
産
出
す
る

石
材
は
通
称
「
竜
山

石
」
と
呼
ば
れ
る
流

紋
岩
質
溶
結
凝
灰
岩

（

考

古

学
上

の

呼

称
）
で
す
。

そ
の
良
質
な
石
材

は
、
中
世
・
近
世
そ

し
て
近
代
と
受
け
継

が
れ
数
多
く
の
優
れ

た
石
造
物
が
造
ら
れ

て
い
ま
す
。
縁
あ
っ

て
市
内
の
石
造
遺
品

を
調
査
中
で
す
が
、
中
世
在
銘
の

石
造
遺
品
を
検
出
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

周
知
の
中
世
在
銘
の
石
造
遺
品

は
別
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

〔
中
筋
東
の
地
蔵
立
像
石
仏
〕

中
筋
を
通
る
旧
道
沿
い
、
白
矢

薬
師
堂
か
ら
西
へ
約
百
メ
ー
ト
ル

中
筋
五
丁
目
十
番
八
号
の
角
に
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。

石
仏
は
、
竜
山
石
製
で
下
端
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
あ
り
ま

す
。
現
在
の
表
面
は
、
五
弁
の
蓮

華
座
上
に
右
手
に
錫
杖
、
左
手
で

宝
珠
を
捧
げ
る
像
高
二
九
・
三
セ

ン
チ
あ
る
地
蔵
菩
薩
立
像
を
彫
っ

て
い
ま
す
。
背
面
に
は
、
中
央
上

部
に
種
子

し

ゅ

じ

（
仏
・
菩
薩
な
ど
の
各

尊
を
一
字
で
表
し
た
梵
字
。
）
で
キ

リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）
左
に
サ

ク
（
勢
至
菩
薩
）
右
の
部
分
は
剥

離
し
て
い
る
が
、
サ
（
観
音
菩
薩
）

が
彫
っ
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
種

子
で
阿
弥
陀
三
尊
を
表
し
て
い
ま

す
。キ

リ
ー
ク
の
下
側
に
次
の
銘
文

を
刻
出
し
て
い
ま
す
。

庚

康
応
二

暦
午

願
主

康
応
二
年
（
一
三
九
〇
）
は
南

北
朝
時
代
後
期
末
の
年
号
で
す
。

（
市
史
編
さ
ん
特
別
執
筆
者

藤
原
良
夫
）

背面 表面

①五輪塔
文保二年（1318）
阿弥陀町阿弥陀 共同墓地

②五輪塔
暦応五年（1342）
阿弥陀町阿弥陀 大日寺

③地蔵石仏
康永四年（1345）
阿弥陀町阿弥陀 共同墓地

④宝篋印塔
康暦二年（1380）
時光寺町 時光寺山門前

⑤地蔵石仏
至徳三年（1386）
中筋二丁目 西の地蔵堂

⑥地蔵石仏
文安四年（1447）
阿弥陀町阿弥陀 共同墓地

⑦地蔵石仏
文明四年（1472）
米田町神爪六丁目 共同墓地

⑧十三仏
永正二年（1505）
曽根町 黒岩磨崖仏

⑨弥陀石仏
永正四年（1507）
阿弥陀町阿弥陀 大日寺

⑩宝篋印塔
弘治二年（1556）
高砂町西宮町 個人宅

た

か
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ご
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話
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